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伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可申請に係る重複する案件について  

 
 当社は、令和３年７月１５日に伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可を

申請しておりますが（以下「既申請」という。）、この度、使用済樹脂貯蔵タ

ンクの増設に係る発電用原子炉設置変更許可を申請致しました。（以下「後

申請」という。）  

 従いまして、既申請と後申請とが重複することとなりますが、「実用発電

用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈

等の一部改正について」（令和３年４月２１日  原規技発第 2104216 号  原子

力規制委員会決定）において、改正後の実用発電用原子炉及びその附属施設

の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈別記２第４条５の規定の適

用については、令和６年４月２０日までの間は、なお従前の例による、とさ

れていることから、既申請案件と後申請案件に対し審査を受ける優先度を付

けず審査して頂きますようお願い致します。  

 なお、いずれかの申請の許可後、もう一方の申請に対する補正申請を実施

する予定です。  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

【既申請案件】  
１．申 請 書 名：伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書  

（３号原子炉施設の変更）  

２．申 請 日：令和３年７月１５日（原子力発第２１１６２号）  

３．変更の理由：実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則の解釈の改正に伴い，３号炉における

震源を特定せず策定する地震動のうち「全国共通に考慮す

べき地震動」について，震源近傍の多数の地震動記録に基

づいて策定した地震基盤相当面における標準的な応答ス

ペクトルを考慮した基準地震動を追加する。  

 
【後申請案件】  

１．申 請 書 名：伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書  
（３号原子炉施設の変更）  

２．申 請 日：令和４年８月１日（原子力発第２２２１２号）  

３．変更の理由：使用済樹脂の貯蔵裕度を確保するため，３号炉の使用済樹

脂貯蔵タンクを増設する。  

 
以 上  


